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家庭生 活の中で行なわれる決定行為をインデ ックスに

し て家族 類型を夫妻間の権威関係から把え ようとす る試

みを行なってきた。その類型化 のための尺度分析 をくり

かえし てい る過程で尺度の一次元性はえられ たが，尺度

化可 能性 をもつ ものとみとめられた質問項目が現実 の生

活で果し てどの程度，重 要性を有するもの なのかが疑問

に なった。

そこで スケラビリティをもつ項目ももた ない項目 も合

わせて評定 法によって評定させ，系列範躊法で尺度値を

求 めた。

対象は20 代, 30代, 40 代, 50 代の夫妻同居の主婦 とし。

サンプル抽 出はわが国の有配偶女子年齢別人口比 によっ

て それぞ れ,  25,  35,  24,   16, 計100 名。

そ の結果， 高い 尺度値をもつ項目ほど専 ら夫の側 に決

定権 が偏 り，妻 はその領域での決定行為に全く参加して

い ないこ とが明 らかにされた。 すな わち，家庭生活 の中

で も重 要な問題の決定には妻の力のお よば ないも のがあ

るとい える。


